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（４年生 読むこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５年生 言語事項） 

（６年生 量と測定） 

 

 

出典：平成３０年 埼玉県学力・学習状況調査「復習シート」 

北小      ステップ 

 

学力向上通信 ワン ツー スリー 

 １ ２ ３ 

埼玉県学力・学習状況調査の結果

から 

・・・ 

４月に実施された埼玉県学力・学習状況調査の結果を分析したところ、４年生・５年生・

６年生の成果と課題が見えてきました。各学年の結果から各学年で重点的に取り組んでい

きたい項目を明らかにし、具体的な計画を立てました。 

上記の計画をもとに学校でも学力向上に向けて取り組んでいきたいと思います。御家庭

でも宿題の点検や間違いの見直し等の御協力をよろしくお願いします。 

学年 成果 課題（分析結果） 今後の具体的な取組 

４年 

国語 

・全項目で県平均を

上回っている。 

・問題文と資料を関連付

けて読む点につまずき

がみられる。 

・αドリルの実施、読書の推進など

をとおして、読解力を育む。 

・コバトン問題集などで類似問題を

解かせる。 

４年 

算数 

・全項目で県平均を

上回っている。 

・数直線上の分数の表し

方や１／１０の位まで

の小数の減法の計算に

つまずきがみられる。 

・朝活動「じっくりタイム」を活用

し、計算ドリルやプリントをつか

って、反復練習する。 

・読解力を育む。 

５年 

国語 

・「書く」項目が県

平均を上回って

いる。 

・登場人物の心情を正確

に読み取ることができ

ない児童が多い。 

・授業内で根拠となる言葉に線を引

き、心情把握できるようにする。 

・読書を推奨する。 

５年 

算数 

・基礎的な計算の技

能が概ね身に付

いている。 

・小数のかけ算を使う文

章問題でつまずきがみ

られる。 

・問題を読んで絵や図に表したり、

問題把握のために下線を引いたり

単位を丸で囲んだりさせる。 

６年 

国語 

・記述式の正答率が

高く、書く能力の

向上が見られた。 

・説明文や物語文などの

読解力を問われる問題

につまずきがみられ

る。 

・読書量を増やすとともに、多様な

文章に触れる機会を増やし、内容

の要旨をとらえたり、それに対す

る自分の考えをまとめたりする活

動を充実させる。 

６年 

算数 

・基礎・基本の定着

がみられ、記述式

の問題にも積極

的に挑戦してい

る。 

・公式等の定着は見られ

るが、問題に応じて活

用すること苦手であ

る。 

・小学校での学習を総復習するとと

もに、習熟の状況に応じて多様な

応用問題に取り組めるようにす

る。 

 

 

式  

 

答え                 

   

 

 

 

 

埼玉県学力・学習状況調査レベルの問題に挑戦！ 

解答 

（４年生読むこと）→２ 

（５年生言語事項）→①１，②３，③２ 

（６年生量と測定）→９×７×５―９×３×３＝２３４ 

答え ２３４㎠ 


